
３月定例会
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予算審査特別委員会
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議
会
だ
よ
り

　５月 11 日の早朝、
小雨の降る中、湖畔清
掃が行われ、多くの町
民が参加していました。
　大空八景や北海道景
観百選にも選ばれた網
走湖女満別湖畔の美し
い風景を、未来に残し
ていきたいですね。
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一般会計8,019万円減額補正 総額113億8,713万円に
３月定例会３月定例会

令和3年令和3年

３月８日～15日３月８日～15日

　大空町議会３月定例会は、令和２年度一般会計などの補正予 算議案、専決処分の承認や条例制定議案、議
会側議案を審議しました。
　また、令和３年度予算が提案され、「予算審査特別委員会」 を設置し、審議を行ないました。

　大空町議会３月定例会は、令和２年度一般会計などの補正予 算議案、専決処分の承認や条例制定議案、議
会側議案を審議しました。
　また、令和３年度予算が提案され、「予算審査特別委員会」 を設置し、審議を行ないました。

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
事
務
を
福
祉
課
に
一
元
化

令和２年度

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

6月定例会は、

6月22日（火）から
開かれる予定です。

※新型コロナウイルス感染症対策のためマスクの着用・手指の消毒をお願いします。

新
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
第
８
期
大

空
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
を
可
決
し
ま
し
た
。

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
介
護
保
険
料
の
基
本

月
額
が
、
５
千
２
０

０
円
か
ら
５
千
円
に
減
額
さ

れ
る
こ
と
に
至
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
伺
う
。

福
祉

課
長

　
　
　
第
７
期
計
画
で
は
、

施
設
整
備
に
よ
り
施

設
給
付
費
が
上

が
る
見
込
み
だ

っ
た
た
め
、
基

本
月
額
を
上
げ

ま
し
た
が
、
第

８
期
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、

給
付
の
実
績
や

今
後
の
中
長
期

的
な
見
通
し
を

踏
ま
え
て
検
討

し
、
５
千
円
と

い
う
額
を
算
定

し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
会
計
補
正
予
算

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
７
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

安
心
生
活
支
援
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託

料
４
千
５
０
０
万
円

の
内
容
を
伺
う
。

教
育
長
福
祉
課
長

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に

よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
情
報
伝
達
な
ど
の
新
し

い
生
活
様
式
の
実
践
と
い
う

も
の
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

か
つ
便
利
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
情
報
発

信
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
新

た
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

も
の
で
す
。

　
大
空
町
専
用
の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
緊
急
、

重
要
な
お
知
ら
せ
を
伝
達
す

る
ほ
か
、
生
活
に
必
要
な
情

報
な
ど
を
配
信
し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、
専

用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸

与
し
、
活
用
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

専
決
処
分
の
承
認

　
大
空
町
飲
食
店
緊
急
支
援

事
業
補
助
金
と
し
て
、
４
０

１
万
８
千
円
を
追
加
し
た
一

般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処

分
が
報
告
さ
れ
、
承
認
し
ま

し
た
。

人
事
案
件

　
教
育
委
員
会
教
育
長
に
渡

邊
國
夫
氏
、
教
育
委
員
会
委

員
に
三
浦
裕
幸
氏
の
任
命
に

つ
い
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
菅
野
宏
治

氏
、
川
井
政
昭
氏
、
斉
藤
恒

一
氏
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公

平
委
員
会
委
員
に
佐
藤
明
美

氏
（
訓
子
府
町
）
の
選
任
に

つ
い
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

大
空
町
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
大
空
高
校
の
教
職
員

数
を
伺
う
。

移
住
・
定
住

支
援
室
長

高
校・認
定
こ
ど

も
園
推
進
室
参
事

　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
の

教
職
員
数
は
、

北
海
道
か
ら
の
人
的
支
援
も

含
め
、
事
務
職
員
を
除
き
24

名
で
す
。

計
画
の
策
定

　
令
和
７
年
に
は
、
４
人
に

１
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
超

高
齢
化
社
会
が
到
来
し
、
医

療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
の
高
ま
り
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年

を
目
指
し
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
さ
ら
に

現
役
世
代
が
急
減
す
る
令
和

22
年
の
双
方
を
念
頭
に
、
高

齢
者
人
口
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
ニ
ー
ズ
を
中
長
期
的
に
見

据
え
、
高
齢
者
の
状
況
に
応

じ
て
分
野
を
問
わ
ず
に
包
括

的
に
相
談
、
支
援
を
行
な
う

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
「
現
役
１
０
０
歳
の

ま
ち
」
と
い
う
基
本

理
念
の
も
と
推
進
さ
れ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長
福
祉
課
長

　
　
　

健
や
か
な
こ
こ
ろ
と

身
体
づ
く
り
、
互
い

に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
、

安
心
し
て
暮
ら
し
つ
づ
け
る

居
場
所
づ
く
り
の
３
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
踏
ま
え
、「
現

役
１
０
０
歳
の
ま
ち
」
に
向

け
、
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

計
画
の
変
更

　
第
２
次
大
空
町
総
合
計
画

に
つ
い
て
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
や
深
刻
化
す

る
人
口
減
少
社
会
、
情
報
通

信
技
術
の
進
展
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う

新
た
な
伝
染
病
の
発
生
な
ど
、

策
定
時
点
で
は
想
定
で
き
な

か
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
に

即
応
し
た
内
容
に
見
直
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
の
判
断

か
ら
、
基
本
計
画
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し

た
。

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
町

民
の
皆
さ
ん
に
、
変
更
点
を

伝
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

総
務
課
参
事

　
　
　
分
か
り
や
す
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

　
預
か
り
保
育
所
条
例
な
ど

15
条
例
の
一
部
改
正
、
大
空

高
等
学
校
寄
宿
舎
条
例
の
制

定
、
東
藻
琴
高
等
学
校
教
育

振
興
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
預
か
り
保
育
所
条
例
な
ど

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
就
学

前
の
子
ど
も
に
関
す
る
事
務

は
福
祉
課
で
行
な
う
た
め
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
と
事
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
占
用
料
の
改
正
は
、

基
準
が
変
更
さ
れ
た

も
の
か
。

建
設
課
長

　
　
　
道
路
法
第
39
条
に
お

い
て
、
道
路
管
理
者

で
あ
る
町
が
条
例
で
料
金
を

定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
町
で
は
国
が
示
し
て

い
る
額
を
適
用
し
て
改
正
し

て
い
ま
す
。

り
受
診
の
回
数
が
減
っ
て
い

る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
状
況
に
つ
い
て
調

べ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

令
和
３
年
度
会
計
補
正
予
算

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
審

議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　
議
員
活
動
と
家
庭
生
活
の

両
立
支
援
を
は
じ
め
、
男
女

の
議
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
出

産
、
育
児
、
介
護
な
ど
、
議

員
と
し
て
活
動
す
る
に
あ
た

っ
て
の
諸
要
因
に
配
慮
す
る

た
め
、
議
会
へ
の
欠
席
事
由

を
整
備
し
、
出
産
に
つ
い
て

は
母
性
保
護
の
観
点
か
ら
、

産
前
・
産
後
の
欠
席
期
間
を

規
定
し
ま
し
た
。

開
陽
中
央
線
道
路
整
備
事
業

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
用
地
買
収
費
３
２
１

万
円
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
長
建
設
課
長

　
　
　
現
在
の
事
業
計
画
区

間
の
終
点
部
ま
で
、

４
件
の
隣
接
者
か
ら
用
地
買

収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
療
養
給
付
費
４
千
５

０
０
万
円
の
減
額
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
受
診
控
え
が
影
響

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

福
祉
課

参
事

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
受
診
控
え
や
、
薬
の
処

方
を
長
め
に
す
る
こ
と
に
よ

「あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり」
の実現を目指し、第８期計画を策定　

現計画の整備終点部　

第 2 次大空町総合計画　
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大
空
高
校
の
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
学
校
運
営
に

必
要
な
経
費
が
既
存
の
高
校

予
算
の
２
．
５
倍
（
約
２
億

５
千
万
円
）
と
な
り
、
財
政

が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
道
立
と
町
立

の
二
校
を
支
援
し
て
い
た
と

き
と
比
べ
、
町
の
持
ち
出
し

が
増
え
ま
し
た
が
、
そ
こ
も

含
め
、
覚
悟
を
持
っ
て
、
一

校
に
す
る
判
断
を
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
も
ご
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
條
委
員

町　
　
長

　
　
　
　
　
　
一
つ
の
高
校

と
は
言
い
な
が
ら
も
、
三
つ

の
高
校
の
運
営
に
係
る
過
渡

期
で
の
予
算
額
で
あ
り
、
本

来
の
大
空
高
校
の
形
に
な
る

の
に
は
３
年
か
か
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
適
切
な
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
と
な
る
よ
う
、
運

営
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
空
高
校
開
校
業
務
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会

に
北
海
道
か
ら
参
事
が
派
遣

さ
れ
て
２
年
が
経
ち
、
二
つ

の
高
校
の
合
併
、
そ
し
て
大

教
育
長

原
本
委
員

空
高
校
の
開
校
、
他
の
事
務

に
お
い
て
大
変
な
尽
力
を
い

た
だ
い
た
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
参
事
を
大
空

町
に
迎
え
、
高
校
開
校
業
務

の
司
令
塔
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
大
変
心
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
北
海
道
教
育
委

員
会
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
大
空
高
校
が
全
国
に
誇

れ
る
高
校
と
な
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
長
年
待
た
れ

て
い
た
農
村
部
へ
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
通
信
網
の
整
備
も
終

わ
り
、
こ
れ
か
ら
は
色
々
な

情
報
を
携
帯
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
用
い
、
町
民
が
見
や
す
く

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
安
心
生
活
を

構
築
す
る
た
め
、
情
報
発
信

を
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
担
当
者
は

数
社
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実

施
す
る
段
取
り
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
の
重
要
な

要
素
と
い
う
の
は
使
い
や
す

さ
で
あ
り
、
い
か
に
多
く
の

教
育
長

原
本
委
員

町　
　
長

方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
仕

組
み
な
の
か
を
重
要
視
し
て
、

判
断
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

整
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
町
民
や
議
会

の
意
見
も
十
分
に
反
映
し
、

本
当
に
有
効
な
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
国
が
事
業
主

体
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
意

見
が
ど
こ
ま
で
反
映
さ
れ
る

の
か
と
い
う
心
配
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意

向
を
取
り
入
れ
る
努
力
は
今

後
も
行
な
い
、
利
用
い
た
だ

け
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

原
本
委
員

町　
　
長

新年度予算 総額 118億 355万円 を可決
　令和３年第１回定例会に提案された令和３年度大空町各会計予算は、議会に「予算審査特別委員会」
を設置し、慎重に審議しました。
　審議の結果、提案内容のとおり可決すべきものと決定し、議員全員の賛成により可決されました。
　本特別委員会での総括質疑・答弁の概要をお知らせします。
　※内容は要約しております。詳細は、両地区図書館または議会ＨＰの「会議録」をご覧ください。
　※歳入、歳出予算の内訳などは、広報おおぞら４月号をご覧ください。

新年度まちの予算をチェック！新年度まちの予算をチェック！
～令和３年度　予算審査特別委員会～～令和３年度　予算審査特別委員会～

大空高等学校の第１回入学式大空高等学校の第１回入学式

空
港
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
女
満
別
空
港

の
民
営
化
が
完
了
し
、
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、

今
後
、
空
港
を
中
心
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

の
中
で
空
港
の
占
め
る
役
割

は
非
常
に
大
き
く
、
利
用
客

を
、
い
か
に
こ
の
町
に
留
め

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
新
年
度
で
は
、
町
の
中
の

土
地
利
用
を
改
め
て
見
直
し
、

こ
の
地
域
の
中
に
何
を
備
え

つ
け
れ
ば
、
空
港
を
利
用
さ

れ
る
方
々
に
足
を
向
け
て
い

た
だ
け
る
か
、
将
来
に
向
か

っ
て
の
道
筋
を
議
論
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
地
委
員

教
育
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
見
え

な
い
中
、
収
束
し
て
も
今
ま

で
ど
お
り
の
付
き
合
い
が
で

き
る
か
と
心
配
し
て
い
る
。

　
収
束
し
た
ら
町
民
ビ
ッ
グ

デ
ー
で
も
や
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
人

の
気
持
ち
が
ど
う
な
る
か
、

計
り
知
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
機
会
を
作
る
こ

と
で
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

前
向
き
な
ご
提
言
を
こ
れ
か

ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

齋
藤
委
員

町　
　
長

大
空
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
合
併
し
て
15

年
が
過
ぎ
た
。
今
後
は
、
大

き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
大

空
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
札
幌
地
下
歩

行
空
間
に
、
芝
桜
公
園
の
巨

大
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

人
々
の
気
持
ち
が
塞
ぎ
込
ん

で
い
る
中
、
見
て
、
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
く
取
り
組
ん
だ

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
移
住
関
係
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
地

方
へ
の
移
住
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

機
会
と
考
え
、
こ
う
い
う
時

期
だ
か
ら
こ
そ
、
町
の
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

深
川
委
員

町　
　
長

土盛りされた河川防災ステーション建設用地土盛りされた河川防災ステーション建設用地

民営化となった女満別空港民営化となった女満別空港

チカホに設置した芝桜公園巨大看板チカホに設置した芝桜公園巨大看板

担当から現状説明担当から現状説明
【女満別寄宿舎】【女満別寄宿舎】

築35年が経過した増築棟（写真左側）築35年が経過した増築棟（写真左側）
【東藻琴寄宿舎】【東藻琴寄宿舎】

　令和３年度予算に大空高等学校寄宿舎建設工事基本設計及び実施設計委託料が提案されたことか

ら、予算審議前の３月９日、両校の生徒が利用している寄宿舎の現状を調査しました。

　特に東藻琴高校寄宿舎（昭和43年建築、昭和60年増築）は、令和２年度に居室の床など一部を改

修していますが、全体的に老朽化が進んでいることを確認しました。

平成２７年開催の町民ビッグデー平成２７年開催の町民ビッグデー

女満別高校生徒寄宿舎、東藻琴高校寄宿舎を調査
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我が町政を問う

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
政
府
は
、
医
療
従
事
者

約
４
７
０
万
人
へ
の
優
先
接

種
を
進
め
、
そ
の
次
に
約
３

千
６
０
０
万
人
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
へ
の
接
種
を
４
月

12
日
よ
り
全
国
の
自
治
体
で

開
始
し
、
３
カ
月
で
計
２
回

接
種
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
高
齢
者
に
続
く
優
先
接

種
は
、
基
礎
疾
患
が
あ
る
約

８
２
０
万
人
で
、
心
臓
病
や

糖
尿
病
な
ど
、
14
種
類
の
疾

患
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
施
設
の
職

員
約
２
０
０
万
人
へ
の
接
種

も
、
同
時
期
に
進
め
る
こ
と

も
検
討
し
、
供
給
量
が
さ
ら

に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

約
７
５
０
万
人
へ
の
接
種
も

検
討
し
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
接

種
を
行
な
う
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
本
町
は
女
満
別
中
央

病
院
、
東
藻
琴
診
療

所
で
の
個
別
接
種
を
考
え
て

い
ま
す
。
希
望
者
の
人
数
に

よ
っ
て
は
、
集
団
接
種
と
い

う
方
法
も
考
え
て
い
ま
す
が
、

副
反
応
へ
の
対
応
等
も
考
慮

し
ま
す
と
、
こ
の
会
場
で
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
が
順
調
で
あ
れ
ば
、
３
カ

月
間
で
高
齢
者
の
方
々
に
接

種
を
行
な
う
こ
と
を
目
標
と

し
て
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
独
自
に
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
、
事
前
の
意
向

調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
見
込
み
を
立
て
、

そ
し
て
効
率
的
に
接
種
が
行

え
る
よ
う
調
整
に
努
め
ま
す
。

問
　
　
　
医
療
従
事
者
の
送
付

分
も
遅
れ
て
お
り
、

高
齢
者
の
方
へ
の
接
種
が
遅

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
医
療
従
事
者
へ
の
優

先
接
種
対
象
は
、
国

に
お
い
て
範
囲
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
の
数
量
で
は

２
割
程
度
の
方
し
か
接
種
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
町
が
主
体
と
し
て
実
施

し
ま
す
高
齢
者
へ
の
影
響
も

あ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
意
向
調
査
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

接
種
者
が
８
割
で
も
約
２
千

０
０
０
名
以
上
に
な
る
の
で
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
疲
弊
し
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
行
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
在
宅
で
介
護
を
受

け
て
い
る
方
、
他
の
市
町
村

の
施
設
や
病
院
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
適
切
な
接
種
を

行
な
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員

町
長

　
　
　
医
療
従
事
者
に
は
大

変
な
ご
苦
労
を
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
町

の
職
員
も
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
に
入
所
し
た
り
、
長

期
の
入
院
で
町
内
を
離
れ
て

い
る
方
な
ど
も
い
ま
す
。
基

本
的
に
は
、
住
民
票
の
所
在

地
で
受
け
て
い
た
だ
く
の
が

原
則
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

方
々
は
町
外
で
接
種
を
受
け

る
と
い
う
こ
と
も
可
能
と
な

り
ま
す
。
そ
の
情
報
が
し
っ

か
り
と
相
互
に
伝
わ
る
よ
う

に
、
自
治
体
間
の
情
報
連
携

を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
や
施
設
に
入

ワ
ク
チ
ン
接
種
を

　
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

町
長
▼
遅
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

　
　
　
万
全
な
体
制
で
臨
み
た
い

ら
れ
て
い
る
方
は
、
医
療
機

関
が
巡
回
も
し
く
は
、
定
期

的
な
受
診
な
ど
に
併
せ
て
行

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

　
在
宅
の
方
に
つ
い
て
は
、

最
終
的
に
は
、
医
師
に
訪
問

い
た
だ
く
こ
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

一般
質問

問
　
　
　
地
方
創
生
人
材
支
援

制
度
は
、
東
京
へ
の

一
極
集
中
を
是
正
し
地
方
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、

地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り

組
む
市
町
村
に
対
し
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
国
家
公
務
員

や
大
学
研
究
者
、
民
間
人
材

を
市
町
村
長
の
補
佐
役
と
し

て
派
遣
を
す
る
制
度
で
、
我

が
町
も
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
網
走
刑
務
所
住
吉
作

業
所
用
地
の
利
活
用

に
向
け
て
、
法
務
省
職
員
の

派
遣
を
要
請
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
４
月
か
ら
、
現
在
の

総
務
課
参
事
の
派
遣
を
い
た

だ
き
、
通
算
で
３
年
間
業
務

に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
来
の
目
的
の
み
な
ら

ず
、
広
報
、
町
の
魅
力
発
信
、

移
住
・
定
住
対
策
な
ど
、
総

務
課
企
画
グ
ル
ー
プ
が
所
管

す
る
業
務
全
般
に
従
事
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
効
果
と
し
て
、
ま
ず
第
１

に
は
、
町
の
職
員
だ
け
で
は

で
き
な
か
っ
た
国
と
の
調
整

や
情
報
を
共
有
し
、
極
め
て

円
滑
に
進
め
て
く
だ
さ
っ
た

ほ
か
、
民
間
企
業
と
の
接
点

も
数
多
く
い
た
だ
い
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町

の
職
員
が
違
う
考
え
や
経
験

を
身
近
で
学
ば
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
資
質
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
組
織

の
活
性
化
に
も
一
役
買
っ
て

い
た
だ
い
た
も
の
と
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
参
事
の
派
遣
期
間
が

終
え
て
し
ま
う
が
、

計
画
ど
お
り
事
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

町
長

　
　
　
網
走
刑
務
所
住
吉
作

業
所
用
地
の
利
活
用

を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
く

た
め
に
は
、
議
員
、
町
民
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
推
進
力
と
し

て
、
国
と
地
方
の
人
事
交
流

に
よ
る
職
員
の
出
向
を
法
務

省
に
お
願
い
し
、
４
月
１
日

か
ら
着
任
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
引
き
続
き
、
従
事
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

優
秀
な
人
材
を

　
受
け
入
れ
る
考
え
は

町
長
▼
法
務
省
か
ら
人
材
を
受
け
入
れ
る

収束したら、
色々な事業やイベントに
参加したいですね。

新型コロナウイルスワクチン
接種の意向調査用紙

利活用の検討を進めている住吉作業所用地

親しまれる議会だよりを目指して
～議会広報モニター連絡会議を開催～

　議会だよりに町民の声を反映するため導入している「議会広報モニター連絡会議」を令和３年３月26日
に開催し、議会広報活動へのご意見をいただきました。主なご意見は次のとおりです。

○表紙の写真は、季節感があって良い。
○ユニバーサルフォントを用いるなど、見やすい誌面づくりに努力していると思うが、文字数が多く、興
味がない部分は読み進めていけない印象がある。
○小見出しを見て読み進める方が多いと思うので、分かりやすい見出しにしたほうが良い。
○内容は要点のみ掲載して、詳しくはＱＲコードからリンクする仕掛けも良いのではないかと思う。

議会広報モニターの皆さん（左から、伊藤雅弘さん、早田和佳子さん、高野慶太さん、佐藤有紗さん）
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我が町政を問う

　 町民に政策決定の場に参画する機会を通じ、まちづくりに対
する関心と理解を深めてもらい、町民目線から大空町のまちづ
くりに関する課題解決に向けた提案をいただくとともに、将来
の大空町のまちづくりを担う人づくりを目的に「大空町まちづ
くり模擬議会」を開催します。

日　　時
７月 10日（土）午前 10時から

場　　所
大空町議会議事堂（役場庁舎内）

模擬議員
大空町まちづくり推進塾生 10名

詳細は、新聞折込みチラシで改めてお知らせします。

～ まちづくり模擬議会開催 ～

問
　
　
　
町
民
が
健
康
で
快
適

に
暮
ら
す
生
活
環
境

を
確
保
す
る
こ
と
は
行
政
の

責
任
で
も
あ
る
と
思
う
が
、

良
好
な
生
活
環
境
が
阻
害
さ

れ
る
ゴ
ミ
屋
敷
や
廃
墟
等
は
、

町
内
に
な
い
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
一
般
的
に
ゴ
ミ
屋
敷

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

家
屋
を
町
と
し
て
把
握
し
て

い
る
箇
所
は
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
廃
屋
等
は
、
実
態
調
査

を
常
に
行
い
な
が
ら
、
補
助

金
な
ど
で
、
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
問
題
が
あ
る
家
屋
に
つ
い

て
は
、
近
隣
の
住
民
の
方
々

か
ら
も
改
善
に
向
け
た
要
望

を
承
っ
て
い
ま
す
。

住
民
課
長

　
　
　
敷
地
内
に
積
ま
れ
た

段
ボ
ー
ル
、
雑
草
や

サ
サ
の
管
理
、
キ
ツ
ネ
へ
の

餌
付
禁
止
な
ど
に
つ
い
て
、

職
員
が
訪
問
し
、
面
談
し
て

い
ま
す
。

　
文
書
に
よ
る
指
導
を
行
な

っ
て
い
ま
す
が
、
対
処
さ
れ

て
い
な
い
状
況
か
ら
、
片
づ

け
の
際
の
協
力
な
ど
改
善
に

向
け
て
提
案
し
て
い
ま
す
が
、

当
該
者
か
ら
は
、
ご
自
身
で

実
施
す
る
と
固
辞
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
周
辺
住
民
の
生
活
環

境
に
悪
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
の
問
題
は
、
い
つ

ま
で
待
て
ば
解
決
す
る
の
か
。

ゴ
ミ
屋
敷
や
廃
屋
の
状
態
に

す
る
原
因
を
突
き
止
め
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
う
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
も
、
何
年

も
経
過
し
て
解
決
で
き
な
い

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
法
的

な
根
拠
も
な
く
職
員
が
お
願

い
し
て
も
限
界
が
あ
る
。
一

刻
も
早
く
こ
の
問
題
を
解
決

し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
を
構
築
す
る
こ
と
が
急
務

だ
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
そ
こ
に
至
っ
た
の
は

何
ら
か
の
原
因
が
あ

り
、
そ
こ
を
解
決
し
な
け
れ

ば
前
に
進
め
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
単
に
そ
の
住
宅
周
辺
を
き

れ
い
に
す
る
こ
と
だ
け
で
は

三
さん

條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

な
く
て
、
ど
の
よ
う
に
生
活

を
さ
れ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
の
、
町
側
と
し

て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
最
終
的
に
は
、
強

制
的
に
解
決
す
る
と
い
う
手

段
も
持
ち
得
て
い
な
け
れ
ば

一般
質問

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の

感
染
予
防
対
策
や
病

原
体
な
ど
の
付
着
し
た
物
品

の
処
理
と
感
染
リ
ス
ク
の
高

い
勤
務
を
行
な
う
と
き
、
ま

た
、
有
害
鳥
獣
等
を
相
手
と

し
た
危
険
な
作
業
を
行
な
う

と
き
の
体
制
と
手
当
の
支
給

な
ど
、
職
員
の
特
殊
勤
務
時

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
福
祉
施
設
等
で
感
染
が
発

生
し
た
場
合
、
町
職
員
も
対

応
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
し

っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う

備
え
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
職
員
が
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
方
や
感
染
が

疑
わ
れ
る
方
の
救

護
、
病
原
体
付
着

の
危
険
が
あ
る
物

品
の
処
理
作
業
な

ど
に
従
事
し
た
場
合
に
は
、

感
染
症
防
疫
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
病
院
や
高

齢
者
施
設
な
ど
で
集
団
感
染

が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
の

職
員
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
二
次
感
染
防
止
の

対
応
が
必
要
で
あ
り
、
感
染

防
護
服
や
衛
生
資
材
な
ど
は

町
と
し
て
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除

に
つ
い
て
、
現
在
、
職
員
が

実
施
し
て
い
る
狐
や
狸
の
捕

獲
、
殺
処
分
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
外
部
に
委
託
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
特
殊
勤
務
時
の
体
制
は

町
長
▼
感
染
防
護
服
等
を
備
蓄
し

　
　
　
救
護
に
備
え
て
い
る

農作業がかなり進んでい
ることと思います。農業、
商工業者、町民の皆様に、
早くコロナが収まり、に
ぎわいが戻ってくること
　　を祈っています。

問
　
　
　
職
員
が
業
務
中
に
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

よ
り
、
違
法
ま
た
は
不
当
な

要
求
行
為
を
さ
れ
、
個
人
的

に
深
刻
な
問
題
を
抱
え
込
ん

で
い
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

行
政
対
象
暴
力
に
つ
い
て
の

現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
　
　
職
員
に
対
す
る
違
法
、

不
当
な
要
求
、
暴
力

的
な
行
為
な
ど
に
よ
り
、
事

務
の
執
行
や
業
務
が
妨
げ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
検
討
を

要
す
る
事
案
が
発
生
し
て
お

り
、
不
当
要
求
行
為
等
防
止

対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
、

そ
の
対
応
、
対
策
等
を
弁
護

士
や
警
察
な
ど
と
相
談
し
、

協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
組
織
的
な
対
応
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
職
員
個
々
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

毅
然
と
し
た
対
応
を
と
る
な

ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
職
員
の
安
全
確
保

に
努
め
ま
す
。

問
　
　
　
前
面
に
出
る
課
長
、

参
事
等
が
、
結
果
的

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
う
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
時
に

情
報
収
集
し
、
何
ら
か
の
対

応
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
誰
か
１
人
が
抱
え
込

ん
で
対
処
す
る
こ
と

は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
組
織
全
体
と
し
て
、
そ

の
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
こ

と
が
大
前
提
で
す
。

問
　
　
　
職
員
は
、
何
を
拠
り

所
に
し
て
仕
事
を
す

れ
ば
良
い
の
か
。
他
の
事
例

等
を
見
て
み
る
と
、
行
政
対

象
暴
力
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
研
修
会

等
を
行
う
な
ど
対
策
を
講
じ

て
い
る
町
が
あ
る
。

　
一
番
大
事
な
の
は
、
周
り

が
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
あ
げ

る
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る

と
思
う
。
何
と
か
自
分
で
解

決
し
よ
う
と
し
て
い
る
う
ち

に
深
み
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、

職
場
を
去
る
と
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
職
員
を
守
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
が
。

行
政
対
象
暴
力
を

　
自
分
で
解
決
し
よ
う
と
深
み
に

町
長
▼
組
織
全
体
で
問
題
の
解
決
に
あ
た
る

備蓄している感染防護服

ゴ
ミ
屋
敷
等
の
町
の
対
応
は

町
長
▼
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
て
次
の
段
階
に

町
長

　
　
　
時
間
が
経
過
し
て
し

ま
え
ば
し
ま
う
ほ
ど
、

そ
の
選
択
肢
と
い
う
も
の
は

限
ら
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま

す
。
こ
う
い
う
時
に
は
こ
う

対
応
す
る
と
い
う
手
引
書
は

町
に
は
ま
だ
備
え
つ
け
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
専
門
家
な

ど
を
招
い
た
研
修
会
も
必
要

と
感
じ
ま
す
し
、
職
員
を
し

っ
か
り
守
る
こ
と
も
私
の
役

目
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

町
の
条
例
の
中
で
は
規
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
不
十
分
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
私

権
の
制
限
に
該
当
す
る
問
題

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

専
門
家
の
助
言
や
意
見
を
い

た
だ
い
て
、
次
の
段
階
に
移

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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我が町政を問う

問
　
　
　
農
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

よ
り
、
技
術
は
目
ま

ぐ
る
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
化

し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
を
利
用
し

た
自
動
操
舵
の
ト
ラ
ク
タ
ー

が
増
え
、
無
人
で
作
業
す
る

ト
ラ
ク
タ
ー
の
普
及
も
、
も

う
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
機
械
は

Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
に
よ
る
位
置
情

報
の
取
得
が
必
要
な
た
め
、

耕
地
に
防
風
保
安
林
が
隣
接

し
て
い
る
と
情
報
が
取
れ
ず
、

作
動
不
可
に
な
り
、
作
業
効

率
等
に
支
障
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
南
や
西
方
向
に
防

風
保
安
林
が
あ
る
と
、
日
陰

に
よ
っ
て
大
き
な
減
収
要
因

と
な
り
、
さ
ら
に
強
風
が
吹

く
と
倒
木
、
枝
の
散
乱
等
に

よ
る
余
分
な
作
業
が
増
え
て

し
ま
う
。

　
最
近
は
土
壌
へ
の
有
機
物

投
入
が
積
極
的
に
進
み
、
風

害
に
対
し
て
も
強
い
土
壌
と

な
り
つ
つ
あ
り
、
機
械
に
よ

る
作
業
体
系
か
ら
も
風
害
に

対
し
て
強
く
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　
現
在
、
耕
作
地
の
周
り
に

あ
る
私
有
林
に
つ
い
て
は
伐

採
等
が
進
み
、
影
響
を
回
避

し
つ
つ
あ
る
が
、
防
風
保
安

林
に
耕
作
者
が
頭
を
悩
ま
せ

て
い
る
。

　
防
風
保
安
林
等
の
所
有
者

は
ど
こ
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

こ
の
耕
地
と
隣
接
し
て
い
る

面
積
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。
樹
齢
的
に
も
伐
採
適
期

が
過
ぎ
た
防
風
保
安
林
は
早

急
に
伐
採
作
業
に
取
り
か
か

れ
な
い
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
防
風
保
安
林
は
、
町

の
所
有
物
に
な
り
ま

す
。
大
空
町
の
防
風
保
安
林

で
農
地
に
面
し
て
い
る
面
積

は
お
お
む
ね
２
２
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
あ
り
、
日
陰
に
よ
る
作

物
の
生
育
不
良
な
ど
の
理
由

か
ら
、
防
風
保
安
林
の
解
除
、

伐
採
の
要
請
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
自
動
操
舵
シ
ス
テ

ム
が
普
及
さ
れ
た
結
果
、
保

安
林
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
電
波
が
遮

ら
れ
て
支
障
が
出
る
と
の
理

由
か
ら
の
伐
採
の
要
望
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
防
風
保
安
林
は
森
林
法
で

規
定
さ
れ
て
お
り
、
保
全
の

対
象
の
集
落
や
農
地
が
消
滅

す
る
な
ど
、
指
定
目
的
が
消

滅
し
な
い
限
り
、
解
除
で
き

な
い
と
い
う
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
法
律
で
は
、

解
除
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、
こ
の
た
め
町
で
は
、

解
除
だ
け
で
は
な
く
、
樹
木

の
伐
採
等
に
よ
り
、
障
害
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

対
応
を
進
め
て
き
た
経
過
が

あ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
自

由
民
主
党
の
移
動
政
調
会
に

原
はら

本
もと

哲
てつ

己
み

 議員

お
い
て
指
定
解
除
等
の
要
件

緩
和
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
に
防
風
保
安

林
の
状
況
を
も
う
少
し
つ
ぶ

さ
に
調
査
し
、
管
理
計
画
を

町
と
し
て
し
っ
か
り
と
立
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
補
助
事
業

な
ど
も
検
討
し
て
、
計
画
的

に
施
業
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
行
で

行
え
る
択
伐
や
間
伐
を
実
施

し
、
併
せ
て
、
防
風
保
安
林

の
指
定
解
除
と
施
業
の
要
件

緩
和
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
防
風
保
安
林
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

農
業
者
が
望
ん
で
い
る
伐
採

の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
理
解
で
き
た
が
、

防
風
保
安
林
や
自
然
林
が
多

防
風
保
安
林
は
ス
マ
ー
ト

　
農
業
の
支
障
に

町
長
▼
防
風
保
安
林
の
指
定
解
除
と

　
　
　
施
業
の
要
件
緩
和
に
取
り
組
む

一般
質問

スマート農業は
日進月歩。

問
　
　
　
障
が
い
の
あ
る
方
の

就
労
に
関
わ
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

　
　
　
本
町
に
お
け
る
令
和

２
年
４
月
現
在
の
障

が
い
の
あ
る
方
の
人
数
は
、

身
体
の
方
が
３
７
８
名
、
知

的
の
方
が
84
名
、
精
神
の
方

が
54
名
と
な
っ
て
お
り
、
過

去
５
年
間
の
推
移
は
、
身
体

の
方
は
微
減
、
知
的
の
方
は

微
増
、
精
神
の
方
は
横
ば
い

の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
児
童
生
徒
数
は
、
小

学
校
で
27
名
、
う
ち
療
育
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
児
童
が

10
名
、
中
学
校
は
16
名
、
う

ち
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
生
徒
は
９
名
、
こ
の
ほ
か

特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
て

い
る
児
童
が
８
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
特
別
支
援
学
校
卒
業

後
の
進
路
状
況
は
、

す
ぐ
に
就
職
が
難
し
い
と
い

う
方
に
つ
い
て
は
、
就
職
に

必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
向
上

の
た
め
の
訓
練
、
求
職
活
動

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
就

労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
、
Ｂ
型
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
も

う
少
し
ゆ
っ
く
り
と
学
ぶ
時

間
が
必
要
な
方
に
は
自
立
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
在
住
者
で
就

労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
方

が
１
名
、
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
サ
ー
ビ
ス
の
方
が
４
名
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
サ
ー
ビ

ス
の
方
が
12
名
、
就
労
定
着

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
方
が
１
名

で
、
ち
あ
ふ
る
の
ほ
か
、
網

走
市
、
美
幌
町
、
北
見
市
に

あ
る
事
業
所
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
ち
あ
ふ
る
で
は
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
６
人
が

利
用
し
、
紙
す
き
、
運
動
公

園
や
朝
日
ヶ
丘
公
園
の
ト
イ

レ
清
掃
、
め
ま
ん
べ
つ
産
業

開
発
公
社
の
シ
ジ
ミ
作
業
、

し
め
飾
り
販
売
、
大
豆
選
別

作
業
、
両
地
区
で
の
出
張
カ

フ
ェ
な
ど
、
利
用
者
の
状
況

に
応
じ
て
作
業
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
障
が
い
の
あ
る
方
達

が
就
労
に
対
し
て
、

居
住
地
を
含
め
て
、
ど
の
よ

う
な
意
向
で
あ
る
の
か
伺
う
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
障
が
い
の
あ
る
方
の

生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ

等
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
親
や
兄
弟
と
同
居
、
ま

た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
を
さ
れ

て
い
る
方
の
４
分
の
１
が
、

一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
地

元
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
障

害
者
支
援
施
設
で
暮
ら
し
た

い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
地

元
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
考
え

て
い
る
方
を
含
め
る
と
、
も

う
少
し
人
数
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
自
由

記
載
で
は
、
将
来
や
居
住
場

所
、
就
労
を
心
配
す
る
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長

　
　
　
卒
業
後
の
進
路
や
居

場
所
を
心
配
さ
れ
る

方
と
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
、

い
ろ
い
ろ
な
方
が
不
安
を
抱

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
こ
と
を
提
供
す
る
の

も
町
の
役
割
と
感
じ
て
い
ま

す
。
町
だ
け
で
す
べ
て
を
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、
関
係

す
る
法
人
や
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
就
労
や
居
住

す
る
場
所
に
つ
い
て
今
後
も

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
受
け
と
め
て
い
ま

す
。問

　
　
　
農
福
連
携
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
障
が
い
の
あ
る
方
の

農
業
分
野
で
の
活
躍

を
通
じ
て
、
社
会
参
画
を
促

す
取
り
組
み
と
認
識
し
て
お

り
、
農
業
の
労
働
力
不
足
と

い
っ
た
課
題
解
決
に
も
つ
な

が
る
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
で
は
、
大
規
模
畑

作
や
酪
農
が
中
心
で
す
が
、

園
芸
や
施
設
野
菜
に
取
り
組

ん
で
い
る
農
業
者
の
方
々
も

お
り
、
そ
う
い
っ
た
現
場
で

は
手
作
業
も
ま
だ
ま
だ
必
要

で
す
。
そ
の
中
で
農
福
連
携

に
取
り
組
め
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
が
、
本
町
で
は
取
り

組
み
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ビ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

で
は
、
金
時
や
高
級
菜
豆
の

手
選
別
作
業
が
あ
り
、
昨
年

か
ら
ち
あ
ふ
る
の
入
所
者
の

方
が
期
間
限
定
で
２
名
雇
用

さ
れ
て
お
り
、
農
業
関
連
施

設
な
ど
も
選
択
肢
と
し
て
挙

が
っ
て
く
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
農

福
連
携
の
意
義
と
い
う
も
の

を
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た

だ
け
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
に
努
力
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一般
質問

農福連携に取り組むビーンズファクトリー

農福連携は、生まれ育っ
た地域での暮らしを展望
し、必要な支援を受けな
がら自立していくための
選択肢のひとつとして考

えられます。

大
空
町
に
合
っ
た
農
福
連
携
を

町
長
▼
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

　
　
　
よ
う
色
々
な
取
り
組
み
に
努
力
を

　
　
　
し
て
ま
い
り
た
い

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

い
た
め
、
鳥
獣
被
害
や
住
処

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
多
方
面
に
働
き
か

け
、
い
ろ
い
ろ
な
力
を
持
っ

て
で
も
早
急
に
こ
の
伐
採
計

画
を
進
め
て
い
け
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長

　
　
　
気
持
ち
は
同
じ
で
、

声
を
大
き
く
し
て
解

除
な
り
、
指
定
の
緩
和
と
い

う
こ
と
に
結
び
つ
け
る
手
法
、

そ
れ
を
並
行
し
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
一
歩
で
も
早
く
進
め

て
ほ
し
い
。

町
長

　
　
　
令
和
３
年
度
、
し
っ

か
り
と
そ
の
状
況
を

確
認
し
て
国
に
訴
え
る
資
料

と
す
る
と
と
も
に
、
今
で
き

る
施
業
計
画
を
し
っ
か
り
と

実
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＧＰＳ操舵が使えない😢
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検索大空町

議会ホームページを議会ホームページを ぜひご覧ください！ぜひご覧ください！
　大空町ホームページ内に「議会　ホームページ」を開設しています。

議員紹介、議事日程、会議録などを随時　更新していますので、ぜひご覧ください。
 ご家庭のパソコンやスマートフォン、　タブレット端末でもご覧いただけます。

▼検索サイト（Google や Yahoo など）で「大空町」と検索してください。

▼または右の QR コードを読み取りアクセスできます。

◇大空町ホームページのトップページ

◇議会ホームページに移動します。

◇議会中継の視聴の方法

ここをクリック

　大空町議会では、より開かれた議会を目指し、本会議の審議状況を「議会ホームページ」内の「議会中継」で配信し
ています。ご家庭のパソコン、スマートフォンやタブレット端末などで、好きな時間に過去に開催された録画映像を視
聴することができます。また、本会議開催中であれば、YouTube のウェブサイト上で自動的にライブ映像が配信され
ますのでぜひご覧ください。

※注意（免責）事項
▼本会議が開催中であれば、YouTube のウェブサイト

上で自動的にライブ中継が配信され、録画映像がある
場合は録画映像が表示されます。

▼映像は大空町議会の公式記録ではありません。議会の
公式記録は、議会閉会後に「会議録」として作成され
ますので、そちらをご覧ください。

▼インターネット回線状況やお使いのパソコン等の環境、
YouTube 社側のメンテナンス、議場配信機器の不具
合により、映像や音声が途切れるなど正常に視聴でき
ない場合があります。その場合、大空町議会での対応
は困難となりますのであらかじめご了承ください。

▼大空町議会は YouTube 社と契約関係にないため、配
信が正常に視聴できない、また何らかの損害が生じた

場合においても、大空町議会は一切責任を負いません。
▼配信している映像の著作権は、大空町議会に帰属しま

す。許可なく他のウェブサイトや著作物等への転載、
内容の改変をしないでください。

▼スマートフォンやタブレット端末による視聴は、パケッ
ト通信料定額制の加入契約をしていない場合、通信事
業者から高額な料金を請求されることがありますので
ご注意ください。その際においても、大空町議会は一
切責任を負いません。

▼この本会議中継は、予告なく終了することがあります
ので、あらかじめご了承ください。

▼その他、中継映像に係る詳細等は YouTube のウェブ
サイトにてご確認をお願いします。

議会中継及び録画映像も視聴可能です！

ここをクリック

ここをクリック

YouTube（外部サイト）に移動します。
ここで中継や録画を視聴することができます。
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Voice声町民の

隠れ家カフェ 晴耕雨読
晴れの日も、雨の日も、

自然の恵みに感謝し、人間らしく暮らしたい。

隠れ家カフェ 晴耕雨読（せいこううどく） 定休日；水・木・金
〒099-2324 大空町女満別西四条５丁目３－４

ＴＥＬ（０１５２）７７－９９７１

　５月２日 ( 日 )、女満別市街のちょっと奥まった住宅街にオープン。
築 40 年以上の古い住宅をリフォームしてできた新しいカフェです。
手作りにこだわったお食事やスイーツで精一杯おもてなしさせてい
ただきます。静かに、ゆったりとした時間をお過ごしください。皆
様のご来店をお待ちしております。

議　
　
長　
近
藤
哲
雄（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
深
川　
曻

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
田
中
裕
之

委　
　
員　
三
條
幸
夫

委　
　
員　
後
藤　
忍

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
空
町
で
も
高
速
通
信
網
が
整
備

さ
れ
、
今
ま
で
使
用
で
き
な
か
っ
た

地
域
で
も
光
回
線
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今

ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
の
「
情
報
」

を
速
く
取
り
入
れ
、
そ
れ
ら
を
駆
使

し
て
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
使
用
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
「
情
報
で

日
本
の
農
業
の
未
来
は
変
わ
る
」
と

い
う
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
農
業
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
と
高
度
な
情
報
を
駆

使
し
て
、
大
空
町
の
農
業
が
益
々
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

�

（
田
中
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　新型コロナウイルス感染症が世界中を席巻し、未だ
に終息の兆しも見えず、友人との食事も気軽に楽しめな
い状態が続き、大空町でも観光客の減少や会食の自粛
などで産業や経済への影響が出ています。
　都市圏では、感染予防対策としてリモートワークが進
められた結果、都会で暮らさなくても仕事ができる事に
気付いた人が多くなり、リモートワーカーの４人に１人
が地方移住に関心を持っているとの調査結果もあります。
さらに若い世代は「仕事より生活を優先したい」との考
えが強く、働き方、暮らし方を見直す人が増えています。
このような中、地方の自治体では「リモートワーク×田

舎暮らし」をキーワードに移住施策を推進しています。
　大空町は女満別空港を有し、東京から２時間弱で来
られる「東京から最も近い、北海道の田舎」ではないか
と思います。この立地を活かし、移住者を増やしていけば、
町の活性化や不足している農業などへの労働力確保の一
助にもなると思います。
　コロナ禍の逆風を如何に乗り切るかではなく、逆風を
追い風に変えて前に進んでいく！との発想でのまちづく
りを議会の皆さんには期待すると共に、一町民として一
緒に頑張っていきたいと考えています。

伊　藤　雅　弘 さん
（女満別栄町６）

コロナ禍の逆風を追い風

なつかしの一枚

－ 旧女満別駅（１９６０年代） －
　1912年（大正元年）に鉄道が開通し、女満別の開拓が急速
に進みました。1942年（昭和17年）には、海軍航空隊の飛行
場建設が始まり、軍事物資や軍人が送り込まれ、駅は活気にあ
ふれ、駅職員は24名勤務していました。
　1960年代までは農産物のほとんどが鉄道で輸送されていま
したが、トラック輸送が急成長し、国鉄も合理化を余儀なくさ
れ、1987年（昭和62年）に駅は無人化となりました。
　1990年（平成２年）に図書館が併設した駅舎が完成し、現
在に至っています。　　　　　　　　　（女満別小史より抜粋）

にまちづくりを
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